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（１）

　　

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公

益
法
人
の
役
割
で
あ
る
「
広
く
市
民
の
た
め
」

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
各
区

で
実
施
さ
れ
る
市
内
統
一
美
化
活
動
に
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
９
月
に
市
内
全
域
で
実
施
さ
れ

た
市
内
統
一
美
化
活
動
に
各
事
務
所
単
位
で
参

加
し
ま
し
た
。
南
部
事
務
所
は
川
崎
駅
周
辺
、

中
部
事
務
所
は
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
で
、
会
員

と
職
員
が
一
緒
に
美
化
活
動
を
実
施
し
、
事
業

啓
発
と
地
域
貢
献
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
北
部
事
務
所
は
新
百
合
ヶ
丘
駅
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
の
激
し

い
雨
に
よ
り
、
今
回
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
事
務
所
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
は

10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発

促
進
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
全
国
の
シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー
で
は
「
普
及
啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
を
広
く
市
民
の
方
に
ご

理
解
い
た
だ
き
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員

と
会
員
に
よ
る
事
業
啓
発
と
し
て
次
の
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

事
業
啓
発
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　

○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
（
南
部
事
務
所
）　

　
・
宮
前
区
民
祭
（
中
部
事
務
所
）

　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）

○
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

　
・
各
地
域
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
配
布
活
動

　
・
各
職
群
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
配
布
活
動

　
・
会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
活
動

　
・
新
百
合
ヶ
丘
駅
頭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
・
地
域
情
報
誌
へ
の
掲
載

代表の 高田 博 様

たわわに実った梨

福田会員（左）

大久保会員（右）

多
摩
川
梨
の
収
穫
と

　
　

 

販
売
の
お
手
伝
い

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
今
回
は
、
田
園
都
市
線
二
子
新
地
駅
か
ら
徒
歩
７
〜
８

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
多
摩
川
梨
を
栽
培
し
て
い
る
「
高

田
梨
園
」
で
働
く
中
部
事
務
所
の
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

多
摩
川
梨
　

　
川
崎
で
梨
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
大
変
古
く
、
江
戸

時
代
初
期
に
川
崎
大
師
河
原
で
栽
培
さ
れ
た
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
果
樹
と
し
て
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
寛
政

年
間（
１
７
８
９
年
〜
１
８
０
１
年
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
川
崎
は
関
東
地
方
の
梨
の
一

大
産
地
で
し
た
が
、
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
工
業
都
市
と

し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
る
中
、
川
崎
南
部
の
梨
園
が

減
っ
て
い
く
一
方
で
、高
津
、稲
田
、生
田
さ
ら
に
は
稲
城

か
ら
国
立
、昭
島
ま
で
北
上
し
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
田
梨
園
の
園
主
高
田
さ
ん
に
お
話
し
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
梨
園
は
明
治
時
代
か

ら
始
め
て
、
代
々
受
け
継

い
で
き
ま
し
た
。
近
隣
の

宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
、

日
照
時
間
、
風
向
き
な
ど

が
変
わ
り
、
一
ヶ
所
の
畑

は
梨
栽
培
を
や
め
デ
コ
ポ

ン
の
栽
培
に
し
よ
う
と
準

備
中
で
す
。
も
う
一
ヶ
所

の
畑
で
現
在
は
12
種
類
の

梨
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
使
う
き
っ
か
け
は
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
人
材
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
い

時
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
会
員
に
来
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
難
し
い
の
は
収
穫
。
そ
の
日
の
良
質
な
梨
を
も
ぎ
、
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
梨
の
収
穫
の
手
伝
い

は
早
朝
（
６
時
〜
）
か
ら
の
仕
事
で
肉
体
的
に
も
き
つ
い

仕
事
な
の
で
就
業
し
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
た
め
、
大
久

保
会
員
に
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
の
仕
事
は
、
原
則
９
時
〜
17
時
ま
で
で
す
が
、
そ

の
日
の
収
穫
量
や
予
約
販
売
数
な
ど
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。
福
田
会
員
は
動
き
も
よ
く
、
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ

て
い
ま
す
。

会
員
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

福
田
会
員
「
こ
こ
に
来
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
言
わ
れ

た
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は

発
送
の
た
め
の
準
備
、
箱
詰
め
の
手
伝
い
、
店
頭
販
売
な

ど
で
す
。
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。」

大
久
保
会
員
「
梨
の
収
穫
の
手
伝
い
で
す
が
、
高
田
さ
ん

が
も
い
だ
梨
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
籠
に
入
れ

て
い
ま
す
。」

　
取
材
を
し
て

　
多
摩
川
梨
と
い
う
品
種

の
梨
が
あ
る
と
思
い
、
調

べ
て
み
た
ら
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　「
昭
和
2
年
多
摩
川
沿

い
の
生
産
組
合
が
一
同
に

ま
と
ま
り
、
生
産
者
が
技

術
の
研
究
・
交
流
、販
売
・

出
荷
、
資
材
の
統
一
、
宣

伝
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
、
以
来
『
多
摩
川
梨
』
の
名
称
に
統
一
さ
れ
た
。」
と

あ
り
ま
し
た
。

　
高
津
地
域
で
も
住
宅
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
、
温

暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
で
梨
の
栽
培
も
神
経
を
使
う
、

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
が
不
足
し
て
ゆ
く
の
で
梨
園
が
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
田
梨
園
さ
ん
で
も
、
一
ヶ
所
の
畑

で
は
梨
の
栽
培
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
高
津
地
域
か
ら
梨
園
が
減
っ
て
ゆ
く
の
は
さ
び
し
い
こ

と
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
活
躍
の
場
が

こ
こ
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

会
報
編
集
委
員
　
　
秋
山 

勝
行

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月25日 ㈬

12月25日 ㈮

１月25日 ㈪

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日支払 
（金融機関が休日の場合は翌営業
日）に指定された口座へ支払います。
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◇平成27年上半期（4月～9月分）事故発生状況

平成27年度 上半期事故状況分析

◎「
安
全
標
語
」
最
優
秀
表
彰
式

◎
健
康
管
理
と

　
　
　
　
　安
全
就
業
の
徹
底
を
！

種類 事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容区分 発生日

モ
デ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー

会 員 の 声

（３） （２）

会
員

安全就業ポスター

たしかめちゃん

受賞された 篠崎 稔 会員（右）

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠償

賠償

南部

南部

南部

北部

中部

北部

中部

北部

南部

北部

北部

帰宅時、段差で右足かかとを強く打ちつけ骨折
した。

作業終了後、靴ベラを取ろうとして体のバラン
スを崩し床に尻餅をつき、その衝撃で胸椎を圧
迫骨折した。

就業先に向う路面が濡れていて、自転車が滑り
転倒。肋骨の骨折と首、肩、左ひじ等を打撲
した。

法面を除草作業中、足を滑らせ転倒。第12胸椎
を圧迫骨折した。

店舗内にてカートを移動中、足を滑らせ転倒し、
右足首を骨折した。

帰宅時、小さな段差につまずき、前方に転倒。
右手親指と唇を負傷した。

植木剪定作業を終え帰宅後、手足のしびれが発
生。熱中症による急性腎不全として、入院した。

就業先に自転車で向う途中、他の自転車と衝突
しそうになり、回避行動をとったところ、転倒。
右足親指の第一関節にひび、右足すね、膝、腕
を打撲した。

店舗内で会員が運搬するかごと男児が接触し、
男児は転倒し、頭を打った。

刈払機による草刈り中に、飛び石により停車中
の車のガラスを破損した。

脚立の移動中に、脚立をカーポートの天井にあ
ててしまい、3㎝程度の穴があきヒビが入った。

女

女

女

男

男

男

男

女

男

男

男

70

73

65

77

81

79

71

79

71

75

67

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

清掃作業

家事援助
サービス

清掃作業

除草作業

店舗のかご・
カート整理

清掃作業

植木剪定作業

調理

店舗のかご・
カート整理

草刈作業

植木剪定作業

途上

就業中

途上

就業中

就業中

途上

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

4月2日

5月27日

7月4日

7月10日

7月17日

8月1日

8月2日

8月3日

5月17日

9月14日

9月21日

※南部 4件　中部 2件　北部 5件

　
医
学
書
の
本
に
掲
載
す
る
写
真
と
動
画
撮

影
の
モ
デ
ル
の
お
仕
事
の
依
頼
を
受
け
ま
し

た
。

　
老
年
で
、
右
足
右
手
に
麻
痺
の
あ
る
患
者

役
で
す
。
早
速
、
写
真
映
り
が
良
い
よ
う
に

と
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ジ
ャ

マ
を
奮
発
し
て
購
入
し
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。

　
右
手
が
麻
痺
で
動
か
な
い
患
者
の
パ
ジ
ャ

マ
を
着
替
え
さ
せ
る
撮
影
で
は
、
患
者
役
の

私
の
頭
と
顔
を
看
護
士
さ
ん
が
胸
に
強
く
押

し
当
て
、
右
手
を
袖
か
ら
取
り
出
す
と
い
う

場
面
で
、
私
は
緊
張
し
す
ぎ
て
Ｎ
Ｇ
。
ズ
ボ

ン
を
履
き
替
え
る
シ
ー
ン
で
も
麻
痺
し
た
右

足
が
動
い
て
し
ま
い
Ｎ
Ｇ
。
両
方
撮
り
直
し

と
な
り
ま
し
た
。

　
手
と
足
を
洗
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
撮

影
で
、「
医
学
書
に
は
、
ど
の
写
真
と
動
画

が
載
る
の
で
す
か
」
と
お
聞
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
な
ん
と
！
私
の
手
と
足
が
主
役
で
掲
載

さ
れ
、
顔
と
パ
ジ
ャ
マ
は
脇
役
と
の
こ
と
。

（
笑
）
本
当
に
楽
し
い
モ
デ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー

で
し
た
。

　
今
で
は
、
こ
の
撮
影
の

シ
ー
ン
を
台
本
に
し
て
腹

話
術
の
相
棒
の
ク
ー
ち
ゃ

ん
と
楽
し
く
腹
話
術
を
演

じ
て
お
り
ま
す
。

　
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
標
語
」
最
優
秀
に
選

ば
れ
ま
し
た
、
篠
崎 
稔 
会
員
（
中
部
事
務
所
）
を
お
迎
え

し
て
表
彰
状
の

授
与
並
び
に
記

念
品
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全

就
業
の
呼
び
か

け
と
し
ま
し

て
、「
安
全
標

語
ポ
ス
タ
ー
」

の
掲
示
を
す
る

な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

①事故件数（割合）

傷害事故
8件

（73%）

賠償事故
3件

（27%）

男性
7人

（64%）

女性
4人

（36%）

②年齢別人数（割合）

70～74歳
4人

（36%）

軽作業
8件

（73%）

75歳以上
5人

（46%）

65～69歳
2人

（18%）

技能
2件

（18%）

サービス
1件

（9%）

③男女別人数（割合） ④職群別人数（割合）

　
平
成
27
年
度
上
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
）
ま
で
の
事
故

発
生
件
数
は
11
件
で
総
数
は
昨
年
と
同
じ
で
し
た
。
し
か

し
、
内
訳
で
み
ま
す
と
会
員
傷
害
が
８
件
、
賠
償
責
任
が

３
件
で
、
会
員
の
傷
害
事
故
が
昨
年
の
４
件
か
ら
８
件
と

倍
増
し
て
い
ま
す
。
自
分
へ
の
過
信
や
不
注
意
、
身
体
能

力
低
下
の
自
覚
不
足
な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
会
員
に
は
、
事
務
所
職
員
に
よ
る
事

故
状
況
の
聞
き
取
り
、「
事
故
状
況
報
告
書
」
の
提
出
の

徹
底
を
図
る
中
、
自
ら
の
事
故
の
原
因
を
理
解
し
そ
の
芽

を
摘
み
、
ま
た
、
会
員
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

よ
う
、
会
員
の
責
任
と
自
覚
を
強
く
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
事
故
を
複
数
回
発
生
さ
せ
て

い
る
会
員
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
か
ら
就
業
に
お
け
る
安

全
対
策
の
一
層
の
指
導
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、平
成
27
年
度
上
半
期
事
故
発
生
状
況
の
詳
細
は
、

次
頁
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　西
野 
昭
伸
（
南
部
事
務
所
会
員
）



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成27年上半期（4月～9月分）事故発生状況

平成27年度 上半期事故状況分析

◎「
安
全
標
語
」
最
優
秀
表
彰
式

◎
健
康
管
理
と

　
　
　
　
　安
全
就
業
の
徹
底
を
！

種類 事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容区分 発生日

モ
デ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー

会 員 の 声

（３） （２）

会
員

安全就業ポスター

たしかめちゃん

受賞された 篠崎 稔 会員（右）

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠償

賠償

南部

南部

南部

北部

中部

北部

中部

北部

南部

北部

北部

帰宅時、段差で右足かかとを強く打ちつけ骨折
した。

作業終了後、靴ベラを取ろうとして体のバラン
スを崩し床に尻餅をつき、その衝撃で胸椎を圧
迫骨折した。

就業先に向う路面が濡れていて、自転車が滑り
転倒。肋骨の骨折と首、肩、左ひじ等を打撲
した。

法面を除草作業中、足を滑らせ転倒。第12胸椎
を圧迫骨折した。

店舗内にてカートを移動中、足を滑らせ転倒し、
右足首を骨折した。

帰宅時、小さな段差につまずき、前方に転倒。
右手親指と唇を負傷した。

植木剪定作業を終え帰宅後、手足のしびれが発
生。熱中症による急性腎不全として、入院した。

就業先に自転車で向う途中、他の自転車と衝突
しそうになり、回避行動をとったところ、転倒。
右足親指の第一関節にひび、右足すね、膝、腕
を打撲した。

店舗内で会員が運搬するかごと男児が接触し、
男児は転倒し、頭を打った。

刈払機による草刈り中に、飛び石により停車中
の車のガラスを破損した。

脚立の移動中に、脚立をカーポートの天井にあ
ててしまい、3㎝程度の穴があきヒビが入った。

女

女

女

男

男

男

男

女

男

男

男

70

73

65

77

81

79

71

79

71

75

67

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

清掃作業

家事援助
サービス

清掃作業

除草作業

店舗のかご・
カート整理

清掃作業

植木剪定作業

調理

店舗のかご・
カート整理

草刈作業

植木剪定作業

途上

就業中

途上

就業中

就業中

途上

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

4月2日

5月27日

7月4日

7月10日

7月17日

8月1日

8月2日

8月3日

5月17日

9月14日

9月21日

※南部 4件　中部 2件　北部 5件

　
医
学
書
の
本
に
掲
載
す
る
写
真
と
動
画
撮

影
の
モ
デ
ル
の
お
仕
事
の
依
頼
を
受
け
ま
し

た
。

　
老
年
で
、
右
足
右
手
に
麻
痺
の
あ
る
患
者

役
で
す
。
早
速
、
写
真
映
り
が
良
い
よ
う
に

と
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
ジ
ャ

マ
を
奮
発
し
て
購
入
し
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。

　
右
手
が
麻
痺
で
動
か
な
い
患
者
の
パ
ジ
ャ

マ
を
着
替
え
さ
せ
る
撮
影
で
は
、
患
者
役
の

私
の
頭
と
顔
を
看
護
士
さ
ん
が
胸
に
強
く
押

し
当
て
、
右
手
を
袖
か
ら
取
り
出
す
と
い
う

場
面
で
、
私
は
緊
張
し
す
ぎ
て
Ｎ
Ｇ
。
ズ
ボ

ン
を
履
き
替
え
る
シ
ー
ン
で
も
麻
痺
し
た
右

足
が
動
い
て
し
ま
い
Ｎ
Ｇ
。
両
方
撮
り
直
し

と
な
り
ま
し
た
。

　
手
と
足
を
洗
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
撮

影
で
、「
医
学
書
に
は
、
ど
の
写
真
と
動
画

が
載
る
の
で
す
か
」
と
お
聞
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
な
ん
と
！
私
の
手
と
足
が
主
役
で
掲
載

さ
れ
、
顔
と
パ
ジ
ャ
マ
は
脇
役
と
の
こ
と
。

（
笑
）
本
当
に
楽
し
い
モ
デ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー

で
し
た
。

　
今
で
は
、
こ
の
撮
影
の

シ
ー
ン
を
台
本
に
し
て
腹

話
術
の
相
棒
の
ク
ー
ち
ゃ

ん
と
楽
し
く
腹
話
術
を
演

じ
て
お
り
ま
す
。

　
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
標
語
」
最
優
秀
に
選

ば
れ
ま
し
た
、
篠
崎 

稔 

会
員
（
中
部
事
務
所
）
を
お
迎
え

し
て
表
彰
状
の

授
与
並
び
に
記

念
品
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全

就
業
の
呼
び
か

け
と
し
ま
し

て
、「
安
全
標

語
ポ
ス
タ
ー
」

の
掲
示
を
す
る

な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

①事故件数（割合）

傷害事故
8件

（73%）

賠償事故
3件

（27%）

男性
7人

（64%）

女性
4人

（36%）

②年齢別人数（割合）

70～74歳
4人

（36%）

軽作業
8件

（73%）

75歳以上
5人

（46%）

65～69歳
2人

（18%）

技能
2件

（18%）

サービス
1件

（9%）

③男女別人数（割合） ④職群別人数（割合）

　
平
成
27
年
度
上
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
）
ま
で
の
事
故

発
生
件
数
は
11
件
で
総
数
は
昨
年
と
同
じ
で
し
た
。
し
か

し
、
内
訳
で
み
ま
す
と
会
員
傷
害
が
８
件
、
賠
償
責
任
が

３
件
で
、
会
員
の
傷
害
事
故
が
昨
年
の
４
件
か
ら
８
件
と

倍
増
し
て
い
ま
す
。
自
分
へ
の
過
信
や
不
注
意
、
身
体
能

力
低
下
の
自
覚
不
足
な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
会
員
に
は
、
事
務
所
職
員
に
よ
る
事

故
状
況
の
聞
き
取
り
、「
事
故
状
況
報
告
書
」
の
提
出
の

徹
底
を
図
る
中
、
自
ら
の
事
故
の
原
因
を
理
解
し
そ
の
芽

を
摘
み
、
ま
た
、
会
員
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

よ
う
、
会
員
の
責
任
と
自
覚
を
強
く
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
事
故
を
複
数
回
発
生
さ
せ
て

い
る
会
員
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
か
ら
就
業
に
お
け
る
安

全
対
策
の
一
層
の
指
導
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、平
成
27
年
度
上
半
期
事
故
発
生
状
況
の
詳
細
は
、

次
頁
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　西
野 

昭
伸
（
南
部
事
務
所
会
員
）



対策会議の様子

▲脚立は安定して
　いますか

ここはこのように▶
刈るのです　

　「あっ、ここにもゴミが
▼ 落ちている」

南部会員による清掃活動▲
（市役所通り）　

★
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
９
月
３
日
（
木
）、
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
に
て
、

植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
会
員
の
指
導
の
下
、そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
し
て
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作

業
場
所
が
施
設
利
用
者
の
車
両
出
入
口
に
当
た
る
た
め
、

お
客
様
の
要
望
に
お
応
え
し
な
が
ら
、
作
業
手
順
や
使
用

す
る
道
具
の
置
き
場
所
に
気
を
配
る
な
ど
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
、
お
客
様
並
び
に
会
員
自
身
の
安
全
に
十
分
注
意
し
作

業
さ
れ
る
よ
う
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動　　

　
　
　
平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者 

36
名

　
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
曇
り
空
の
下
、
今
年
も
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
東
口
を
出
発
点
と
し
て
砂
子
通
り
を
経
て
大
師
道

ま
で
を
歩
き
な
が
ら
清
掃
し
、
地
域
の
美
化
活
動
に
貢
献

し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
通
り
は
ゴ
ミ
も
少
な
く
、
綺
麗
に

清
掃
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
一
歩
路
地
に
入
る
と
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
等
の
ゴ
ミ
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
他
の

団
体
の
参
加
者
と
共
に
会
員
の
熱
心
な
活
動
を
通
じ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、
川
崎
の
玄
関
口
と
し
て
綺

麗
な
街
と
な
り
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議          

　
　
　
平
成
27
年
7
月
29
日（
水
）

　
第
1
回
目
と
な
る
対
策
会
議
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事

業
報
告
及
び
事
故
発
生
状
況
を
報
告
し
、
熱
中
症
等
各
種

事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動

平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）

参
加
者 

27
名

　 

今
年
も
地
域
活
動
へ
の
貢
献
及
び
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
宮
前
生
活
環
境
事
業
所
と
協
力
団
体
で
構
成
さ
れ
、Ｊ

Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
上
の
美
化

清
掃
を
行
い
、
多
く
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
い
た
だ
き
、

天
候
不
順
で
中
止
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
雨
も

降
ら
ず
、
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
27
年
9
月
11
日（
金
）

　
第
1
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
活
動
と
受
注
拡
大
の
た

め
、
地
域
班
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
中

心
に
、
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
あ
さ

お
区
民
ま
つ
り
、
加
え
て
新
百
合
ヶ
丘
駅
頭
P
R
活
動
な

ど
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

 

　

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

　
会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
家
事
援
助
・
子
育
支
援
の
専

門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
会
員
の
皆
様
の
就
業
相
談
に

対
応
い
た
し
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
次
の
日
程
で

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
来
所
下
さ
い
。

　植込みには缶や傘など
▼多くのゴミが捨てられていた

中部会員による清掃活動▲
（ＪＲ武蔵溝ノ口駅）　

事務所地域連絡会議

★
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
９
月
３
日
（
木
）、
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
に
て
、

植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
会
員
の
指
導
の
下
、そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
し
て
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作

業
場
所
が
施
設
利
用
者
の
車
両
出
入
口
に
当
た
る
た
め
、

お
客
様
の
要
望
に
お
応
え
し
な
が
ら
、
作
業
手
順
や
使
用

す
る
道
具
の
置
き
場
所
に
気
を
配
る
な
ど
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
、
お
客
様
並
び
に
会
員
自
身
の
安
全
に
十
分
注
意
し
作

業
さ
れ
る
よ
う
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動　　

　
　
　
平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者 

36
名

　
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
曇
り
空
の
下
、
今
年
も
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
東
口
を
出
発
点
と
し
て
砂
子
通
り
を
経
て
大
師
道

ま
で
を
歩
き
な
が
ら
清
掃
し
、
地
域
の
美
化
活
動
に
貢
献

し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
通
り
は
ゴ
ミ
も
少
な
く
、
綺
麗
に

清
掃
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
一
歩
路
地
に
入
る
と
、
た

ば
こ
の
吸
い
殻
等
の
ゴ
ミ
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
他
の

団
体
の
参
加
者
と
共
に
会
員
の
熱
心
な
活
動
を
通
じ
て
、

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、
川
崎
の
玄
関
口
と
し
て
綺

麗
な
街
と
な
り
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議          

　
　
　
平
成
27
年
7
月
29
日（
水
）

　
第
1
回
目
と
な
る
対
策
会
議
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事

業
報
告
及
び
事
故
発
生
状
況
を
報
告
し
、
熱
中
症
等
各
種

事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動

平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）

参
加
者 

27
名

　 

今
年
も
地
域
活
動
へ
の
貢
献
及
び
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

家事援助・子育て支援
就業相談日程表

（相談時間：9 時～16 時）

実施月

１１月

１２月

１月

２月

３月

開催日   

１９日（木）

１７日（木）

２１日（木）

１８日（木）

１７日（木）

【
業
務
内
容
】

　
情
報
誌
の
戸
別
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
業
務

　
毎
月
１
〜
２
回
（
第
２
、
第
４
週
の
水
〜
金
曜
）

　
※
配
布
は
木
〜
金
曜
の
実
質
２
日
間

【
配
布
枚
数
】

　
配
布
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
１
回
あ
た
り

５
０
０
〜
１
、０
０
０
部
程
度
に
な
り
ま
す
。

就
業
希
望
の
会
員
は
中
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
電
話
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
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●
就
業
会
員
募
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（
高
津・宮
前
区
内
）

　
宮
前
生
活
環
境
事
業
所
と
協
力
団
体
で
構
成
さ
れ
、Ｊ

Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
上
の
美
化

清
掃
を
行
い
、
多
く
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
い
た
だ
き
、

天
候
不
順
で
中
止
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
雨
も

降
ら
ず
、
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
27
年
9
月
11
日（
金
）

　
第
1
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告
と
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
活
動
と
受
注
拡
大
の
た

め
、
地
域
班
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
中

心
に
、
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
あ
さ

お
区
民
ま
つ
り
、
加
え
て
新
百
合
ヶ
丘
駅
頭
P
R
活
動
な

ど
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

 

　

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

　
会
員
募
集
等
に
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て

　
近
年
増
加
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向
に
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る
家
事
援
助
・
子
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て
支
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サ
ー

ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る

会
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を
募
集
し
て
い
ま
す
。
家
事
援
助
・
子
育
支
援
の
専

門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
会
員
の
皆
様
の
就
業
相
談
に

対
応
い
た
し
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
次
の
日
程
で

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
来
所
下
さ
い
。
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３
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携
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配
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。
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通
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入
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が
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ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
活
動
と
受
注
拡
大
の
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、
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、
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の
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の
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の
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、
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で
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一
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に
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と
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の
ゴ
ミ
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
他
の

団
体
の
参
加
者
と
共
に
会
員
の
熱
心
な
活
動
を
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、
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、
川
崎
の
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関
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と
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綺

麗
な
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と
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ま
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・
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29
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と
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る
対
策
会
議
で
は
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の
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び
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故
発
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状
況
を
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、
熱
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等
各
種

事
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に
関
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る
分
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や
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対
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い
て
の
意
見
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を
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。
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方
は
、
次
の
日
程
で

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
来
所
下
さ
い
。
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市
内
統
一
美
化
活
動
へ
の
参
加

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
啓
発
促
進
月
間

（１）

　　

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公

益
法
人
の
役
割
で
あ
る
「
広
く
市
民
の
た
め
」

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
各
区

で
実
施
さ
れ
る
市
内
統
一
美
化
活
動
に
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
９
月
に
市
内
全
域
で
実
施
さ
れ

た
市
内
統
一
美
化
活
動
に
各
事
務
所
単
位
で
参

加
し
ま
し
た
。
南
部
事
務
所
は
川
崎
駅
周
辺
、

中
部
事
務
所
は
武
蔵
溝
ノ
口
駅
周
辺
で
、
会
員

と
職
員
が
一
緒
に
美
化
活
動
を
実
施
し
、
事
業

啓
発
と
地
域
貢
献
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
北
部
事
務
所
は
新
百
合
ヶ
丘
駅
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
の
激
し

い
雨
に
よ
り
、
今
回
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
事
務
所
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
は

10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発

促
進
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
全
国
の
シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー
で
は
「
普
及
啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
を
広
く
市
民
の
方
に
ご

理
解
い
た
だ
き
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員

と
会
員
に
よ
る
事
業
啓
発
と
し
て
次
の
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

事
業
啓
発
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　

○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
（
南
部
事
務
所
）　

　
・
宮
前
区
民
祭
（
中
部
事
務
所
）

　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）

○
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

　
・
各
地
域
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
配
布
活
動

　
・
各
職
群
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
配
布
活
動

　
・
会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
活
動

　
・
新
百
合
ヶ
丘
駅
頭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
・
地
域
情
報
誌
へ
の
掲
載

代表の 高田 博 様

たわわに実った梨

福田会員（左）

大久保会員（右）

多
摩
川
梨
の
収
穫
と

　
　

 
販
売
の
お
手
伝
い

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
今
回
は
、
田
園
都
市
線
二
子
新
地
駅
か
ら
徒
歩
７
〜
８

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
多
摩
川
梨
を
栽
培
し
て
い
る
「
高

田
梨
園
」
で
働
く
中
部
事
務
所
の
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

多
摩
川
梨
　

　
川
崎
で
梨
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
大
変
古
く
、
江
戸

時
代
初
期
に
川
崎
大
師
河
原
で
栽
培
さ
れ
た
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
果
樹
と
し
て
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
寛
政

年
間（
１
７
８
９
年
〜
１
８
０
１
年
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
川
崎
は
関
東
地
方
の
梨
の
一

大
産
地
で
し
た
が
、
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
工
業
都
市
と

し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
る
中
、
川
崎
南
部
の
梨
園
が

減
っ
て
い
く
一
方
で
、高
津
、稲
田
、生
田
さ
ら
に
は
稲
城

か
ら
国
立
、昭
島
ま
で
北
上
し
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
田
梨
園
の
園
主
高
田
さ
ん
に
お
話
し
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
梨
園
は
明
治
時
代
か

ら
始
め
て
、
代
々
受
け
継

い
で
き
ま
し
た
。
近
隣
の

宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
、

日
照
時
間
、
風
向
き
な
ど

が
変
わ
り
、
一
ヶ
所
の
畑

は
梨
栽
培
を
や
め
デ
コ
ポ

ン
の
栽
培
に
し
よ
う
と
準

備
中
で
す
。
も
う
一
ヶ
所

の
畑
で
現
在
は
12
種
類
の

梨
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
使
う
き
っ
か
け
は
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
人
材
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
い

時
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
会
員
に
来
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
難
し
い
の
は
収
穫
。
そ
の
日
の
良
質
な
梨
を
も
ぎ
、
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
梨
の
収
穫
の
手
伝
い

は
早
朝
（
６
時
〜
）
か
ら
の
仕
事
で
肉
体
的
に
も
き
つ
い

仕
事
な
の
で
就
業
し
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
た
め
、
大
久

保
会
員
に
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
の
仕
事
は
、
原
則
９
時
〜
17
時
ま
で
で
す
が
、
そ

の
日
の
収
穫
量
や
予
約
販
売
数
な
ど
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。
福
田
会
員
は
動
き
も
よ
く
、
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ

て
い
ま
す
。

会
員
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

福
田
会
員
「
こ
こ
に
来
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
言
わ
れ

た
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は

発
送
の
た
め
の
準
備
、
箱
詰
め
の
手
伝
い
、
店
頭
販
売
な

ど
で
す
。
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。」

大
久
保
会
員
「
梨
の
収
穫
の
手
伝
い
で
す
が
、
高
田
さ
ん

が
も
い
だ
梨
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
籠
に
入
れ

て
い
ま
す
。」

　
取
材
を
し
て

　
多
摩
川
梨
と
い
う
品
種

の
梨
が
あ
る
と
思
い
、
調

べ
て
み
た
ら
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　「
昭
和
2
年
多
摩
川
沿

い
の
生
産
組
合
が
一
同
に

ま
と
ま
り
、
生
産
者
が
技

術
の
研
究
・
交
流
、販
売
・

出
荷
、
資
材
の
統
一
、
宣

伝
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
、
以
来
『
多
摩
川
梨
』
の
名
称
に
統
一
さ
れ
た
。」
と

あ
り
ま
し
た
。

　
高
津
地
域
で
も
住
宅
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
、
温

暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
で
梨
の
栽
培
も
神
経
を
使
う
、

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
が
不
足
し
て
ゆ
く
の
で
梨
園
が
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
田
梨
園
さ
ん
で
も
、
一
ヶ
所
の
畑

で
は
梨
の
栽
培
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
高
津
地
域
か
ら
梨
園
が
減
っ
て
ゆ
く
の
は
さ
び
し
い
こ

と
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
活
躍
の
場
が

こ
こ
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

会
報
編
集
委
員
　
　
秋
山 

勝
行

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月25日 ㈬

12月25日 ㈮

１月25日 ㈪

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日支払 
（金融機関が休日の場合は翌営業
日）に指定された口座へ支払います。


